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事業継続計画（Business Continuity Plan：BCP）は，組織の機能停止を想定し，重要業務に優

先度を付加して事業サービス継続のための対策を立案するものである．この計画づくりを含め

たPDCA活動を事業継続マネジメント（Business Continuity Management : BCM）といい，組織づ

くりの手法として用いられている．組織はBCM活動を通じて組織力を強化し，社会の多様な変

化に対応できる事業継続力を向上させる．この活動の主目的は，組織が有する設備等の充実も

さることながら，組織構成員の人づくりにある．

本研究では，人の事業継続力向上を支援する訓練システムを3D-VRシミュレーターを用いた

仮想空間体験型訓練プログラムとして開発する．
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1.  危機管理に関する対応能力向上支援の必要性 

東日本大震災のような当時の想定を大きく超える事象

に対面した際には，「防ぐ」対策では被害を回避できな

い．このため，被害を受けることを前提とし，防災施

設・設備の設計に被害軽減効果を付加する取り組みや，

人の対応能力を向上させる教育訓練が必要である． 
このような被害を前提とした取り組みは，建設工事現

場など危険作業を伴う作業従事者に対する新規入場者教

育，危険予知KY活動などは事故発生防止の観点から

様々な事故事例の分析に基づき実施されてきた．装備の

事例では，高所作業中の落下を前提に安全帯を装着し，

重量物による足元落下を前提に安全靴を履く．また，作

業開始時には，当該日の作業工程に潜む危険を事前に予

想し，安全意識を喚起する． 
本研究では，自然災害に対する被害を前提とした人の

対応能力向上を目的とした教育訓練として，地震等の災

害に対する企業等組織の事業継続対応能力向上を支援す

る訓練シナリオを提案する．訓練シナリオの開発にあた

っては，事業継続対応に必要なコンピテンシーを明らか

にし，訓練シナリオに反映させることとした． 

2. 事業継続対応力向上支援訓練シナリオの開発

 (1)  ３D-VRによる訓練システムの概要 
本訓練システムは，香川大学工学部研究棟に設置され

ている体験型訓練システムである1)． 
本システムは，制御システムとメインモニタにより構

成されている．制御システムはシナリオ再生装置と動画

配信用サーバ，人体行動記録サーバ機能を有する． 
訓練体験を効果的なものとするため，本システムで使

用する効果音は，5.1サラウンドスピーカーを配置して

いる．訓練者は，3D-VRによりメインモニタに再現され 
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図-1 災害状況再現・対応能力訓練システムの概要1) 

 
る仮想空間で，さまざまな再現状況を経験することによ

り，状況判断と意思決定を体験する．再現状況のシナリ

オは，オペレーターが訓練者の言動により場面操作を行

い，様々なシナリオ展開が可能である（図-1参照）．現

在本システムは，学校施設における危機管理対応を体験

できるシステムとして公開中である2)． 
 

(2) 育成する人材像の設定 
経済産業省が技術経営の手法として「MOT教育ガイ

ドライン」3)を公開している．これは技術を事業の中核

としている企業に対して，効果的な技術経営人材育成を

目指したものであるが，これを参考とし，事業継続マネ

ジメントにもとづく事業継続計画を企業戦略の一つと位

置づけた人材像を設定する．対象とする人材は，組織内

（特に中小企業）でBCMの実務を担う部課長レベルの

事業継続担当者とした． 
 

(3) 事業継続対応コンピテンシーと訓練シナリオ 
MOT教育ガイドラインに基づき，BCMを担う人材に

必要なコンピテンシーを設定した（本稿では割愛する）．

このコンピテンシーを養成する手法（講義，DIG，図上

訓練など）に分類，この内訓練システムで養成するコン

ピテンシーを明らかにした．訓練システムで対象とする

災害フェーズは，特に地震発生直後期の対応行動や，業 

表-1 訓練システムで養成するコンピテンシー 

想定災害の設定

BCP 作成に必要な自社の立地環境、災害発生の危

険性、経営状況に関する情報収集ができる 
地震のメカニズム、被害の概要が認識できる 

被害影響評価と

事前措置 

想定した災害に対し、自社およびサプライチェー

ンを考慮した社会インフラ（特に交通インフラ）

の被害に関する情報収集ができる 

事業継続方針の

立案・業務分析

経営戦略、事業戦略をふまえて、自社の事業継続

方針を策定し、継続すべき重要業務が特定できる 
継続すべき業務の優先順位が検討できる 

BCPの策定 緊急対応手順を具体的に策定できる 

事業継続対策の

実施 

緊急対応、復旧対応に必要な事前措置対策実施の

ためのロードマップに基づき、実施ができる 
BCPに基づく活動が実施できる 

BCMの概要 BCMの必要性が認識できる 

表-2 初動対応シナリオの条件設定 
訓練対象者 総務部課長 
訓練の目的 地震発生時の初動対応 

シナリオ概要 
訓練者は総務部課長である．季節は冬 12 月，就業

時間中に地震が発生した． 

シナリオのゴール
オフィス内従業員，来訪者の安全を確保し，退避

場所である駐車場へ避難する． 
訓練の進行方法 モニター３画面で課長目線のオフィスを再現する 

 
務復旧期における情報収集から復旧戦略立案に係るフェ

ーズとした．これは，３D-VRにより災害時の状況を動

画像で再現可能であるので，この特徴を最大限に活かす

ことを想定したものである．対象とするコンピテンシー

を表-1に示した． 
訓練シナリオは，①初動対応，②中核事業の継続，③

業務復旧活動の３種類とし，オフィス内の訓練対象者の

目線で地震発生後の状況を再現することとした．初動対

応のシナリオの条件設定を表-2に示した． 
 
3. 今後の展開 

 
本稿では，３D-VRに基づくシステムで組織における

事業継続対応力の向上支援を目的とした訓練シナリオを

提案した．今後は，本シナリオを用いて３D-VRの再現

空間を設定し，訓練システムとして公開を目指す予定で

ある．  
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